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創業から戦前・戦中の事業活動

建設中の小林製絹所
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建設中の神鋼病院
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創立50周年記念式典
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易飼立瓢圃縮

本社海岸地区の鉄道引き込み線
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灘浜工場全景

1 9 5 6年ー 19 6 9年

経営近代化の推進

も魯漁ぷ唸ゃゞ也晟 り．り

唸シ ＼心ざ 置‘い、` 紐

、や、、や しゃ しゃ ，ゃ 3や、Q令 、や



ゎ 令.fl. .• ~~，焚 臼終

終多嘉` もし＼終討；~：魯:?v`:1言ーゞ 、ご：:~べ:：も＇，ぐ：ジ、［令多べる；茫;:、る、べ多：：：：＼砂：もや、シ傘｀討’嘉桑
らや ,令 、()や ぷや 、'\~ も令 ／ 氏や 、貨、 もや、ぐら



hややもや 魯 もや やや 詮b もや もや ⑬令 もや 1令



カタールの製鉄プラント

新交通システムポートライナー （神戸市）

魯終》 ，ゃ 魯、魯 や もや 詮b も令 感‘ ら令



神戸総合技術研究所（第1期）

1987年ー 1994年

複合経営の推進
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1 9 9 5年ー 19 9 9年
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震災で被害を受けた神戸製鉄所
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建設が進む神戸市東部新都心
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汎用庄縮機「コベライアン」
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創立100周年記念事業

発祥の地記念碑建立の儀

「除幕式」 (2005.9.1 神鋼病院前）

「奉祝祭」 (2005.9.1 神戸製鋼所神戸本社）



創立100周年記念式典
(2005.9.1 神戸ポートピアホテル）

犬伏祭夫代表取締役社長挨拶

坂本靖幸労働組合中央執行委員長祝辞 水越浩士代表取締役会長万歳三唱
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社歌演奏

創立100周年記念感謝状贈呈式
(2005.9.1 神戸ポートピアホテル）
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創立100周年記念事業

創立100周年記念祝賀会 (2005.9.1 神戸ポートピアホテル）

式会社神戸
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会場風景

井戸敏三兵庫県知事祝辞

“ 矢田立郎神戸市長祝辞
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地域貢献活動

神鋼かこがわフェステイバル

ノーベル賞受賞者野依良治先生の講演会
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記念クラシック

コンサート
（大澤壽人作品集）

灘浜グラウンドの改造、整備

展示コーナーの拡充ほか
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神戸総合技術研究所ピオトープ

神戸総合技術研究所PRコーナー

東京本社PRコーナー



発刊の辞

2005年 （平成17)9月1日、株式会社神戸製鋼所は創業100周年を迎えました。これを記念

して、今日に至るまでの歴史を振り返り、先人の足跡に学ぶとともに、新しい時代への飛躍を

期するため、このたび 『神戸製鋼100年』を発刊いたしました。

当社の歴史は、 1905年 （明治38)に当時の商社、鈴木商店が小林製鋼所を買収し、神戸の脇

浜の地で神戸製鋼所を興したことに始まります。当初は鋳鍛鋼メーカーとして事業を営んでお

りましたが、その後、日本の経済発展とともに歩み、 業容を拡大しながら成長を遂げ、現在に

至っております。

顧みますと、創業以来の道程は決して平坦ではありませんでした。古くは1927年 （昭和 2)、

親会社であった鈴木商店の倒産、第二次世界大戦後の企業解体と海外資産の没収、 1970年代の

二度にわたるオイルショ ック、1980年代半ばの円高不況などを経験いたしました。

しかし、何と申しましても鮮烈な印象として残っておりますのは、 1995年 （平成 7)の阪神 ・

淡路大震災による未曾有の被害であります。社員のかけがえのない命を失ったことに加えまし

て、神戸製鉄所の高炉が三ヶ月もの間、操業停止の已む無きに至るなど、被害の金額は1,000億

円を越え、まさに存亡の危機に直面いたしました。

このように幾多の困難に遭遇しながらも、 当社が100年もの長きにわたって存続できた所以

は、偏に株主をはじめ、取引先、行政、地域社会の方々など、ご縁のある全ての皆様のご支援



があったからこそであり、感謝の気持ちで一杯であります。あらためまして、永年にわたる皆

様方のご厚情に対し、 心よ り御礼申し上げます。

U／社は100周年という節目に立ち、新しい歴史の一歩を踏み出しました。私どもを取り巻く

環境は、これまで以上に激しく変わっていくものと思われます。その中で当社が今後も力強く

生き残っていく ためには、先人から継承した企業文化を誇りとして、神戸製鋼らしく 、地道に、

そして着実に歩むべきだと考えております。即ち、創業以来、連綿と受け継いできた「ものづ

くり」の精神を大切にして、飽くなき探究心を持ち続けながら、弛まぬ努力を重ねてまいる所

存です。そして、当社がコアビジネスとして掲げる三つの事業、「鉄鋼、溶接、アルミ ・銅な

どの素材事業」「産業機械、建設機械、環境ソリューション、 エン ジニア リングなどの機械事

業」並びに「電力卸供給事業(Ipp)」を基軸として、「特長ある製品 ・技術・サービス」を

創出し、社会とともに生きてまいります。あわせて、経済環境の波に左右され難い強固な企業

体質を築き上げるよう、神戸製鋼グループの全社員が力を合わせて、皆様方のご期待に応えて

いく所存です。

最後になり ましたが、内外の関係各位に重ねて深甚なる感謝の意を表しますとともに、 今後

とも一層のご指導とご支援を賜り ますよう、心からお願い申し上げます。

代表取締役社長 ｝こィ犬 封きJミ
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3.第二次オイルショックと減益経営 116 

第二次オイルショックとその影押／116 加古川製鉄所への傾斜生産／116

高炉の自社改修技術を確立／117 アルミニウム製錬プロジェクトヘの参画／118

4.技術革新時代の到来 119 

高齢化社会と停年延長／］19 技術革新時代の到来／119 製鉄技術の革新／120

新合金の開発および特殊合金分野への取り組み／121 工具の高度化に対応／］22

軽合金伸銅事業部門の梨約と専門化／122 軽合金鋳鍛造部門の強化／123 チタン需要の急増／124

浴接材料系高機能素材の開発／125 塗装ロボット、アーク溶接ロボットの開発／125

建機サービス体制の拡充／126 商炉スラグの商品化／127 日本褐炭液化（樹の設立／128

国際統一商標 「KOBELCO」の制定／129

5.活況を呈するプラン ト輸出 129 

エンジニアリング事業部の設立と機械事業部の再編／129 1975年以降のプラント実紐／］30

社会開発型プロジェクトの展I胤j/l3l

lll 



6.景気回復と新体制のスタ ー ト 132 

屎気回復の兆し／132 牧社長の就任／133 神戸製鉄所新棒鋼工楊の誕生／133

生産現場の梨約／134 新会社の設立／134

7.新技術の導入と発展的技術提携解消 135 

超高圧技術の耀進／135 ミドレックス社の買収／136 技術提携解消と、独自技術開発体制の確立 136 

技術力強化策と技術開発本部の再編／136 創立80周年を迎える／137

第3部最近20年組

第 1章 「合理化」に よる基盤強化と 「攻め」への戦略展開 140 

1. 経営合理化計画「NEWKOBE "88」の策定 140 

大幅な円高による鉄鋼業界の低迷／140 経営合理化計画「NEWKOBE.88」の制定／140

「部ー室」制の採用／141 グループ会社の設立相次ぐ／142 機械事業部の再組成／142

呉工楊、日高工場、大久保北工場、門司工易の閉鎖／］43 NPS • TPM活動の推進／143

2.新体制のスタ ー ト 144 

亀高社長の就任／144 新事業本部の新設／144 国内 8営業所を支店に改組／145

硬式野球団の加古川製鉄所移転／145

3.高炉技術の革新 J45 

全高炉でPCI設備が稼働／145 高炉の炉心制御技術の開発／146

加古川製鉄所第 1号高炉の再火入れ／146

4.新工場の稼働と独創的な製品の開発 147 

播磨工場の稼働／147 全社プロジェクトの発足／147 独創的な新製品の開発／148

Kobe Steel U.S.A. Inc．の設立／151

5.「POST'88」で 「攻め」の経営に挑む 151 

「NEWKOBE'88」の完遂と「POST'88」の策定 151 組織の再福 152 大型設備投査の実施 152 

自動車プロジェクトチームの発足／153 自社遊休地の整理と 「脇浜・岩屋開発推進プロジェクト」／］53

査本金を2.127億円へ増資／154 3期連続の増収増益／154

6.研究開発体制の整備拡充に向けて 154 

神戸・西神地区に総合研究開発拠点を設立／154 筑波生物研究所の竣工／155

日・米 ・欧3極研究体制を目指す／155

7.経営のグローバル化 を推進 155 

世界約70拠点を結ぶ国除VAN構築に着手／155 シンガポールとメルボルンに海外現地法人を設立／156

ロンドン証券取引所に株式上場を果たす／156

8.企業イメ ージの向上を図る 157 

新しいテレビCMの放映／157

「 コベルコファミリーフェア」「神鋼かこがわフェステイパル」等の IJFHl~ 157 

神戸製銅ラグピ一部、初の日本一に輝く 158 

9.事業のグローバル化 を推進 159 

アメリカUSX社と合弁事業体を設立／159 テキサス・インスツルメンツ社との合弁事業／159

世界最大のアルミメーカー、 Alcoa社と提携／160 機械事業のアメリカ進出／160



10. 内術拡大を追い風に業績を伸ばす 161 

内孟主禅による日本経済の回復と活況／161 禾lt極的事業展開と特長ある製品の1開発／161

第 2章 複合経営の拡充とバブル崩壊後の転換 163 

1. 「タ ーゲッ ト2000」の策定と複合経営の指向 163 

新中長期経微計画「ターゲッ ト2000」を策定／163 FA・ロボット事業の統合／163

ICデザインセンターの開設／164 KTIセミコンダクターの新工場竣工／164

神戸総合技術研究所の完成／164 第1/uJテクノフォーラムを開催／165 新神鋼病院の建設／165

2. IR活動の推進 166 

IR活動の推進／166

3.生産設備の強化と新規事業の立ち上げ ］66 

鉄鋼部門のリフレッシュ工事／166 甜砂製作所に新機械工場を建設／167

大安工楊の建設と稼働／167 FA・ロボットセンターの新設／168 神鋼アルコア輸送機材の設立／168

4. 全社をあげて環境保全に取り組む 169 

「地球環淡委貝会」を新設／169 「地球環培保全基本方針」の策定／169

アルミ缶の再利用活動に取り組む／170

5.平成（バプル）景気の終焉と改定中期アクションプランの策定 ］70 

「バプル蚊気」の崩壊／170 ・93~'95改定中期アクションプランの策定／171

全従業貝を対象に一時帰休を実施／171

・93~'95改定中期アクションプランのローリングと本社部門の統廃合／172

6.不況の中で当社を支えたヒット商品と事業群 l72 

「ガルバーエース潤滑処理鋼板」の開発／172 各種チタン／173

鉄道車両用大咆中空アルミ形材／173 111：界規模のサプストレー ト生産体制確吃／173

汎川スクリュIT:縮機／174 高性能破砕機／174 11l1圧ショベル 新型 「ACERAJ/174 

ガラス建築／175

第 3章 阪神 ・淡路大震災からの復興と新都心事業への参画

1．阪神 ・淡路大震災の発生と復興への取り組み 176 

神戸を直限した未付有の大地裳／176 神戸地区を中心に、甚大な被害を受ける／176

当社設備の被害と復旧状況／177 全社の被害総額1,020f怠円に／179 復輿推進本部を設置／179

尼崎市大浜、神戸市脇浜 ・岩屋の土地売却／179 '95~'97経営計画を策定／180

鉄鋼部門の設備更新と精鋭化／180 大安工場の稼働／181

2. HAT神戸建設と 、IPP事業への参入 181 

神戸市束部新都心への参画／181 fじ）J卸供給事業 (IPP)への参入を決定／182

「神戸灘浜エナジー＆コミュニティー計画」が復映特定事業に選定／183

3.ビッグプロジェクトヘの参画 183 

明石悔峡大橋の完成と、当社グループの事業／183

西瀬戸自動車道 （しまなみ海道）／184 

4. 新中期経営計画 「KOBELC0-21」の策定 185 

熊本社長の就任／185 新中期経営計画 「KOBELC0-21」の策定／186

巫点プロジェクトの設定／186

5. 社貝一人ひとりの環境マインドを醸成 187 

「21世紀コベルコ環境創造プロジェクト」の推進／187 環境シンボルマークを決定／188

176 



6.次代を担う新事業の登場 188 

シルバーサーピス事業への進出／188 FASTMETプロセスの実証プラント稼働／188

流動床式都市ごみ焼却プラントの開発／189

第4章 事業の「選択と集中」を徹底し、経営基盤を強化 190 

1. 景気回復の遅れと日本の「失われた10年」 190 

消1し税引き上げ等による、デフレスパイラル／190 高齢化社会と雁用不安が表面化／190

IT社会の到来とデジタル製品の普及／191

2. 「社内カンパニー制」の導入 191 

水越社長の就任／191 「社内カンパニー制」と「執行役貝制」のスタート／192

束京本社事務所を品川区北品川に移転統合／193

3. 事業の「選択と集中」を推進 193 

鋼管事業、エ具事業の分社化を決定／193 コベルコ建機株式会社の統合／194

FA・ロボット事業の見直しと譲渡／194 アルミニウム査源プロジェクトの縮小／195

その他の事業再編／195

4.グループの成長を目指す「チャレンジ21」 196 

連結中期計画「チャレンジ21」の策定／196 電子・情報カンパニーの廃止と業務移管／196

スポーツ専門団の休部とラグピ一部の名称変更／197 不動産カンパニーの発足／197

娯気の底を迎える／198

5. 重点戦略事業分野の推進 198 

自動車軽屈化への対応／198 IPP事業の推進と神鋼神戸発龍所 1号機の稼働／200

環悦ピジネスの強化／201

6.地域との共生に基づいた案件の受注 202 

自社跡地の再開発による新しい街「オーズタウン」 ／202

人と街のコミュニケーション誌 「ばるたうん」の発刊／202 神戸ウイングスタジアムの建設／203

神戸空港関連事業の受注／204

7. 環境経営への取り組み 204 

環境経営への取り組み／204 現境報告書を発行／204

コベルコ自然環境保全基金と コベルコ環境創造基金の設立／205 高炉原料等に廃プラを本格的使用／205

加古川製鉄所でゼロ ・エミッションを達成／205

8.コンプライアンス体制の確立 206 

「企業倫理綱領」を制定／206 「コンプライアンス委員会」の設置／207

9. 競争力強化を目指す業務提携 207 

銅板圧延事業での業務提携／207 アルミ押出事業での包括提携／207 建設機械事業の包括提携／208

新日本製鐵、住友金属工業との 3社間提携／208 欧州 2社との自動車用鉄鋼製品に関する技術提携／209

破砕機事業の統合／209 Alcoa社との提携の見直し／210 KOBE • JFEウェルデイングの設立／210

銅管事業での合弁会社設立／211 その他事業における業務提携／211

10. 「技術立社」を支える「オンリーワン、ナンバーワン」製品 212 

大入熱浴接用残留応力制御型原鋼板 「ヒズミレス」 ／212 組立型クランクシャフト／212

クロメートフリー鋼板 「グリーンコートGXJ/212 放熱性博鋼板 「コーベホーネツ」の開発／213

環境配慇型マグ溶接用ソリッドワイヤ 「SEワイヤJ/213 汎用圧縮機 「コベライアン」シリーズ／213

当社最大級の銅構造製品 「沖縄沈埋函」 ／214 スパッタリングターゲット材の拡販／214

第 3世代の新製鉄法 「ITmk3」/214 アルミポトル缶材の開発／215 医療材料の伸長／215



第 5章 グルー プ経営を推進し、創立100周年へ 216 

1. 2005年度を目標に連結中期経営計画を策定 216 

平成不況からの脱出と、鉄鋼業界の好調／216 2003-2005年度連結中期経営計画／216

6年ぶりの復配を果たす／217 犬伏社長の就任／217 収益関連指標を 1年前倒しで達成／218

2. 神戸製鋼グループの総合力を高める 219 

グループ環境経営の推進／219 IPP第2号機の稼働と 「灘浜サイエンススクエア」の完成／219

鉄鋼部門の生産能力強化を目指した設備投資／220 再組によるグループ会社の強化／220

中国市楊における事業の拡大／221 グループ蚊適経営を目指して／222

3.創立100周年を迎える 223 

創立100周年事業がスタート／223 創立100周年記念式典・祝賀会の挙行／223

馳！

第 1部本社部門編

第1章 本社部門 231 

1.本社組織の主な変遷 232 

2.法務 ・コンプライアンス 234 

法務／234 コンプライアンス／235

3 . 人事労務 • 福利厚生・安全衛生 236 

4.システム （通信 ・コンピュータ関連） 239 

通信の高度化への取り組み／239 社内システム高度化への取り組み／240

5. 財務 ・経理 242 

財務／242 経理／246

6.支社 ・支店 248 

第2章 環境 ・エネルギ一部門 251 

］．高度経済成長期における取り組み(1950年代半ば～1972年） 252 

社会の動向／252 当社の取り組み／252

z.都市型公害が顕在化 した時期の取り組み (1973年～1980年代後半） 253 

社会の動向／253 当社の取り組み／253

3. 地球環境問題が認識された時期の取り組み (1985年～1996年） 254 

社会の動向／254 当社の取り組み／255

4. 持続型社会構築を目指す時期の取り組み(1997年～2005年） 257 

社会の動向／257 当社の取り組み／257 結び／261



第2部技術開発部門組

第 1章技術開発部門 265 

1985年（昭和60) までの歩み 266 

創業から終戦までの技術開発 (1905~1945)/266 戦後復典と研究所設立 (1945~1973)/267 

技術開発本部の設立と技術力の強化 (1974~1985) 268 

1.最近20年の歩み 271 

概括／271 新規分野への展l}flと戦略の見直し／272 研究開発体制の再編 ・整備／273

ナショナルプロジェクトヘの梢極的参画／274 環境 ・狩源エネルギー分野への取り組み強化 275 

事業部門およびグループ企業との連携強化／275 シミュレー ション技術の進展／276

知的財産への対応力の強化 276 

2.最近20年の各分野における技術開発の歩み 278 

材科分野 278 機械分野／282 エレクトロニクス分野 285 共通基盤 • 生産技術分野 287 

技術開発本部組織の変遷 290 

第 3部事業部門編

第 1章鉄鋼部門 293 

1985年 （昭和60)までの歩み 294 

鋳鍛鋼メ ーカーとしてスタート(1905~1915) 294 

線材 ・棒鋼の本格生産を1}tl始 (l916~1945)/294 

銑鋼一其体制の確立と独自の製品開発 (1946~1964) 295 

高度経済成長のもと1J11古川製鉄所を建設 (1965~1974)/296 

経営体質の強化と神戸製鉄所リフレ ッシュ計画 (1975~1985)/297 

1.最近20年の歩み 299 

薄板を中心とする高付加価伯化と生産の効率化／299

海外における生産基盤の確立、条銅系の一陪の競争力強化 300 

阪神 ・淡路大裳災を乗り越えて／301 線材 ・棒鋼は世界一を不動に、薄板・厚板は独自性を／302

特殊鋼線材と薄板ハイテンを軸に自動車分野に注力／303 ユーザーに不可欠なサプライヤーとして／304

2.技術と生産 305 

加古川製鉄所 世界第一級の設備と技術を誇る／305 神戸製鉄所 最高級の線材・棒鋼を生崩 311 

嵩砂製作所 高品質の鋳鍛鋼、鉄粉を生産／315

長府北工場 （現 ・神鋼特殊鋼管株式会社） 生産能力の増強を図る 317 

チタン 浴解から製品までを一虹生涯／317

3. 製品開発 ・受注 318 

線材 ・棒鋼 世界ト ップクラスの品’質を誇る／318

厚板 造船、建築 ・橋梁など幅広い産業分野に供給 319 

博板 自動車 ・家龍業界の謀付加価値ニーズに応える／320

鋳鍛鋼 高品竹の製品を1}t1発／323 鉄粉 自動車部品用高品烈鉄粉のIJfl発 323

チタン 航空宇宙関連から一般消骰財まで／324

その他 日本初のスチールハウス建設に沼手／326



4.海外事業 327 

世界同一品質体制を目指して／327

第2章 Ip p部門 331 

1.事業化への歩み 332 

龍力卸供給事業への参入を決定／332 関西霞力（樹の電力卸供給入札に応札／332

神鋼神戸発霊所の概要／333

2.神鋼神戸発電所の建設 333 

工事に先がけて環境アセスメントを実施／333 神鋼神戸発電所の建設に着手／334

神鋼神戸発電所 1号機の巡転開始／334 建設工事中も周辺地域に配應／334

総合的な環境保全対策を実施 ／335 第2号機の運転開始／335

プロジェク トファイナンスの採用／336

「神戸灘浜エナジー＆コミュニティ計画」が復輿特定事業に指定／336

第 3章溶接部門 339 

1985年（昭和60)までの歩み 340 

浴接棒国産化の機運により生産開始(1932~1945年）／340 戦後の民儒に対応 (1945~1959年）／340 

高度成長期における工場の増設と新鋭化 (1960~1976年）／341 

低成長時代の到来と海外拠点の設置 (1968~1979年） ／341 

溶接の効率化、生産性向上の追求(1980年～）／342 

1. 最近20年の歩み 343 

溶接材料のトッププランドを維持／343 溶接材料部門のグローバル化／344

他社との提挑による溶接事業の強化と拡大／345 商社とのコラボレーションによる販売会社の設立／346

溶接システム事業の強化と拡大／346 溶接周辺技術の幅広い提供／347

2.技術と 生産 349 

溶接材料 ・施工法の開発／349 浴接システムの進化／353 高機能材の開発／358 国内拠点／359

国内関連会社／360 海外関連会社／361

第4章 アルミ ・銅部門

1985年（昭和60)までの歩み 364 

銅製品製造からのスタート (1917~1930)/364 

戦時下における航空機用部品の増産 (1931~1944)/364 

分社時代とアルミ生産体制の充実 (1945~1969)/365 

需要拡大に伴う原料確保と価格変動への対応 (1970~1980)/367 

新合金開発時代到来と、生産媒約体制の完了 (1980~1985)/368 

1. 最近20年の歩み 369 

合理化と生産性向上のための事業改編／369 グローバル化の推進／370

主力製品に特化 した重点施策／371

カンパニー制の導入とアルミ・銅カンパニーにおける 「選択と梨中」／373

2.技術と製品開発 374 

アルミ ／374 銅／383

3. 生産拠点 385 

真岡製造所／385 長府製造所／387 大安工場（名古屋工楊） ／388 

363 



秦野エ楊 （現・株式会社コベルコマテリアル銅管）／389 固内関係会社 （アルミ関連）／390 

国内l関係会社（銅関連）／392 海外関係会社 （アルミ関連）／392 海外関係会社 （銅関連）／395 

第 5章 機械工ン ジニ ア リ ング部門 399 

1985年 （昭和60)までの歩み 400 

空気圧縮機製作からスタート (1914~1945)/400 高度成長期の到来と技術提携（1945~1975)/401 

プラント輸出事業への進出 (1956~1985)/402 

産業機械、圧縮機、破砕機分野の発展 (1969~1980)/403 

オイルショ ック後の対応と技術提携の解消(1973~1983)/404 

建設機械事業の踊進(1975~1985)/405 プレス技術(1985年までの歩み）／406 

原子力分野の発展 (1969~1980)/407 社会開発型プロジェクト (1975~1985)/407 

嵩機能機械の登楊 (1980~1985)/408 

1. 最近20年の歩み 409 

合理化と生産性向上のための事業改福／409 「攻め」の事業展開へ／410

経営体牲の強化を目指して／411 事業の 「選択」と 「集中」／411 グループ最適化／412

2.機械部門 413 

産業機械分野 独自技術で多様な市場ニーズに応える／413

圧縮機分野 高効率 ・高性能の圧縮機、冷凍機を開発／425

破砕機 ・粉砕機分野 世界に誇る幾宜な実績と卓越した技術／431

3.エンジニア リング部門 437 

エネルギー・化学分野 国内外で活耀する各種プラント／437 産機プラント分野／440

原子力分野 世界の原子力産業を支える先進の機器 ・設備／441

鋼構造分野 地域の発展と環境保全に役立つインフラづくり ／444

新交通分野 安全、快適な都市型交通システムを構築／446

第 6章新鉄源プロジェク ト 449 

1. Midrex法 （ミドレ ックス） 450 

ミドレ ックス社の買収／450 プリケ ット化技術とプラントの大型化／450

2. FASTMET （ファス トメッ ト） • FASTMELT （ ファストメルト）プ ロ セス 452 

石炭が使用できる遥元鉄プラント／452 ダスト処理プラントとして注目される／452

3. ITmk 3 （アイティ ・マークス リー） 453 

第3世代の製鉄法として登場／453 エネルギー効率に優れ、 CO2排出址を低減／454

第7章不動産部門 455 

1. 不動産事業の拡充 456 

太平ピルデイングから神銅興産へ／456 神戸製鋼の拡大に対応／458

2. 快適な住まいづくり 、都市づくり 459 

住宅の分譲 ・買代を中心に事業を展開／459 梢極的な再開発事業の展開／461

3.不動産事業の統合 463 

不動産カンパニーから神鋼不動産へ／ 463



第 8章 主要グルー プ会社

神鋼商事株式会社 466 

戦後初のメーカー専門商社として，涎生／466

邸度経済成長とともに商社としての体制を固める／466

神戸製鋼の＃1j：外プロジェクトに秋極的に参ilhi/467

グローバル展Iltlの推進と地球環境への配胞／468

神鋼霊機株式会社 470 

造船所内で船1）(1)ii'1'じ装品を製造／470 神）i製鋼の第 2会社として独立／470

多彩な技術を活かし新製品1井l発に挑む／471

ナプテスコ株式会社 473 

鉄道車両J11エアプレーキのパイオニアとして誕生／473 企業碁盤の確立と生涯体制の拡充 ／473

激動の時代に国際企業として挑戦／474

震災後の復邦から、世界ト ップクラスの企業へ／475

日本高周波鋼業株式会社 476 

ト1本高周波重上業の国内打廂を継承／476 神戸製鋼の系列として好・不況に対J，比 476

品質向上と省力化を目指し自動化を推進／477 合則化と構造改革：で平成不況に挑む／478

神鋸鋼線工業株式会社 479 

鋼線製品の総合メーカーとして出発／479 株式の I．．楊と、栢極的なプラント輸出／479

線材製品業界のト ップメーカーヘ／480 地球規校で産業と暮らしの発展に真祇／481

株式会社神鋼環境ソリューション 482 

琺瑯鉄器事業の拡大に伴い、独立会社へ／482

欧米企業との技術提携から国産化へのシフト ／482

事業統合により多様な環境ピジネスに対応賃83

株式会社コベルコ科研 485 

環境分析の独立会社として発足／485 神戸製鋸の戦略事業会社として設備 ・人材を投人／485

圃期的技術でターゲット材の世界市楊へ参人／486

技術立社型企業としての発展に向けて／487

コベルコ建機株式会社／ コベルコクレー ン株式会社 489 

国産第．i-］・［彫気ショベルの開発と積極的な技術導人／489

神錮コベルコ建機の設立により流通を強化／490 コベルコ建機、コベルコクレーンの設立／491

神鋼建材工業株式会社 493 

特殊なスチールサ ッシ ・ドアを製造販売／493

圧接型グレーチングと防音サッシを 2本枯に／493

付加価伯の闊い独自の製品開発を H指して／494

神鋼JFE機器株式会社 496 

炭坑Jl1機器とダンプカーを主力にスタート／496 伯者振興工業から神鋼機器 I．．．業へ／496

再建を果たし、統合新会社の設立へ／497

神鋼造機株式会社 499 

わが国初の本格的な湘性試験機を製造／499 鉄道車両の近代化に多大な貢献／499

総合機械メーカーとして業界をリード／500

465 



神鋼特殊鋼管株式会社 502 

付加価値の高い特殊鋼管の製造に特化／502 設備の拡充とともに品質管理体制を整備／502

神鋼特殊鋼管として神戸製鋼より独立／503

資料編 505 

社歌／社旗 506 

歴代社長 508 

現役員 512 

役員在任期間一既 514 

原始定款 521 

定款変更の沿革 522 

現行定款 523 

組織図 525 

資本金の推移 526 

従業員数の推移 527 

売上高・経常利益の推移 528 

株式発行数の推移 530 

株価の誰移 531 

財務諸表 532 

主な特許 536 

受践関係 538 

事業所所在地 542 

関係会社一覧

国内／544 海外／548

環境保全活動 ・省エネルギー活動の変遷 550 

コンプライアンス 553 

地域と共に 554 

本史に登場する主な商標一既 556 

年表 557 

あとがき



凡例

1.本史の記述は、原則として2005年 （平成17) 9月1日までとしたが、 一部にその後の事

項を記述した部分もある。

2.本史の全体構成は、口絵 ・全体史 ・部門史 ・資料 ・年表とした。

3.会社名は、国内の株式会社の場合、章の初出は株式会社としたが、再出する場合は原則

として（梱とした。外国会社においては、原則として当社のグループ会社以外は 「社」を

つけた。

4.個人名の敬称は省略し、役職名等は当時の呼称を記載した。

5.官公庁 ・団体名 ・法律名等は、慣用的な略称を用いた場合がある。

6.「漢字」 は固有名詞および業務用語等を除き、原則として常用漢字を用い、 「かな」は現

代かなづかいによった。ただし、引用文は原則として原文のままとした。

7.年次は原則として西暦で表示した。項の初出に和暦「明治」「大正」「昭和」 「平成」を

カッコ書きで併記し、再出の場合は原則として省略した。
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